
災害の記憶と記録を探しだし
継承する防災教育
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「災害について継承する防災教育が

災害対策の要のひとつ」

提言１
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学校での防災教育の現状から考える
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学校における安全の取組



災害への対処 ～危機管理マニュアル～
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気象警報発令時の対応マニュアル 

東広島市立豊栄中学校 

１ 登校前判断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象警報 

大雨・洪水・暴風 

６：００ 

家庭判断 

自宅待機 

解除 

発令・推測 

登校 

７：００ 

気象警報 

大雨・洪水・暴風 

解除 

登校 発令 

臨時休業決定 

学校からメール配信 

 

学校からのメールに臨時

休業時の給食費は牛乳以

外集金することを明記 小学校の臨時休業確認後 

北部学校給食センターへ報告 

担任から翌日の時間割等連絡メール 

校内危険個所確認 

市教委学事課へ報告 

市教委学事課へ報告書の提出 

２ 登校後判断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※警戒レベル４ 

発令の可能性 

気象庁データ、県防災 web

データを注視し、雨雲レー

ダーの推移と短時間予報を

もって判断。 

市教委学事課と連携・相談 

かつ 
気象庁ＨＰ 

防災情報（土砂災害・浸水

害・洪水・雨の状況） 

広島県防災 web 

土砂災害警戒情報 

1 時間降雨量・累加降雨量 

雨雲レーダー推移 

気象庁ＨＰ他 

気象警報発令 

（大雨・洪水・暴風） 

警戒レベル４ 

発令の可能性※ 

通常日程 

一斉下校 

警戒レベル３ 

あり 

なし 

※気象

市

市

災害の発生に備え，教職員の役割分担や責任を
明確にし，組織での対応ができるように



7



8



9



教科における学習～５年理科～

• 災害に関する基礎的な理解
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西日本豪雨災害の経験から



教員から取組を
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全教職員が連携し
身近な場面から防災に
関する取組を工夫
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生徒にとっては
できそうな取組は何か

を考える機会に
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中国新聞 令和元年６月１９日 朝刊より

防災ビデオ撮影風景 令和元年１１月

避難体験VR

大学との連携による取組
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身近に起こった災害の経験をもとに，
災害が起こった際の対処法などを教育活
動に取り入れる動きは広がっているが・・・
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コロナ禍における取組
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広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）と東広島市教育委員会が連携し、市
内複数の小学校をオンラインで結んだ広域交流型オンライン社会科地域学習を実施。

広域交流型
オンライン社会科地域学習
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さい害から身を守る
ーさい害でキケンなところ、さい害のサインをさがそう！ー

東広島市内小学校８校１３学級（郷田、原、小谷、豊栄、入野、風早、高屋西、御薗宇
（３８４名）が参加

←広島大学教育ヴィジョンセンターHP
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オンラインで
双方向型の学習
を展開

特色
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特色

子供たちの
問いを解決する
学習のながれ
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特色

現地からの中継や
保存動画の視聴な
ど身近に感じる工夫
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＜教員の声＞

＜子供たちの声＞

・学校だけでは準備できない様々な素材を使って，子
供たちと災害から身を守ることの大切さについて考え
ることができた。
・子供たちの疑問に答える形で授業が進み，問いをも
ちながら考える子供たちの姿が印象的だった。

・クイズがあったり，ドローンの映像があったりして，今
まで知らなかったことを楽しく学ぶことができた。
・自分のまわりにもたくさん災害の危険があることがわ
かった。
・おうちの人にも学んだことを伝えたい。



今後の取組について

全ての子供たちが，自らの安全を確保し，命を
守る行動ができるよう，主体的に考え，行動が
できる資質・能力を育てていきたい。

→的確な思考・判断に基づく意志決定や行動
選択ができるようにするための教材開発。

→より実効性のある取組にしていくための地域
の実情に応じた教育プログラムの開発。
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「防災教育と楽しい地域学習」

提言２
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・オンライン地域学習は有効では
・ICTの有効活用により，防災学習の幅
は広がる？
・大がかりな授業準備は難しいが・・
・大学との連携により，知らないことを
知る機会に。
・継続的に行っていくために，どうすれ
ばよいのか？
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ICTの活用により，「見えにくいもの」が
「見えやすく」
→多様な見方，身近に感じ，

地域の多様な資料や掘り起こした教材
の活用 →自分事として捉える

学校と大学との連携，教育委員会との
連携 →より多角的に


